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あらまし 近年、農業生産者の高齢化や死去によって廃園になり代々受け継がれていた経験則や熟練者の感覚が受け継

がれず失われ続けている。その結果、新規農業就業者の農業技術の未熟さやノウハウの欠如が問題となっている。農業は

工業と異なり生産環境の気象的要素が生産量や生産品の品質に大きく影響することに目をつけ、本研究ではそれらを観測・

記録するシステムの提案を行う。 
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1. はじめに 

農業就業人口は平成29年に181万６千人となり、前年に比べ

て-10万6千人、一昨年に比べて-28万１千人と年々減少傾向に

ある。農業だけでは安定した収入を得ることが難しいことが

原因にある。生産者の高齢化や死去によって廃園になり、代々

受け継がれてきた経験則や熟練者の感覚が受け継がれず失わ

れ続けている。その結果、新規農業就業者の農業技術の未熟さ

やノウハウの欠如が問題となっている。このままでは農業の

生産に興味がある若者が作物生産の経験則を教わる機会がな

いため、新規参入することが難しい状況である。さらに現状の

果樹園農家は収穫期の作業量の多さに見合った報酬を得るこ

とが難しいため，若者からも嫌厭される傾向があることも問

題である．果実栽培の多くは農家の経験則に基づいて行われ

ているため作物育成に関するデータが多いとは言えない[1]。

農業は工業と異なり、生産現場の気象的要素が生産量や生産

品の品質に大きく影響する[2],[3]。そこで本研究では果実生

産のための経験則やノウハウを様々な気象情報を記録するこ

とで客観的に示すことが出来ると考え、農作物の気象情報を

記録し客観的に理解しやすい数値として記録するシステムの

構築を行うことにした。そのためにRaspberry Piなどの低価

格で購入できるシングルボードコンピュータを用いて電源の

確保の厳しい環境下でも安定したデータ取得のために太陽光

発電を使用した方法を採用する。また、農園内に複数個所同じ

センサを設置することによってより詳細な気象データの取得

や比較による効率のよい栽培が行えると考えられる。 

2. 気象データ取得システム 

2.1システム構成 

 本システムは大きく分けてサーバ送信用(親機)とセンサデ

ータ取得用(子機)という構成になっている。子機はTweliteと

各種センサが接続されている。TweliteとセンサはI2Cを介し

 

図 1 システム構成図 

 

て通信をおこなっている。 

親機は Raspberry Pi には Twelite が接続されている。

Raspberry Pi とTwelite間はシリアル通信で通信を行い、モ

バイルルータを介しえインターネットに接続されている。親

機-子機間はTwelite同士で2.4GHｚ無線で通信を行っている。 

2.2 システムの流れ 

子機(センサ)側の Twelite が指定された時間毎に I2C を介

してセンサデータの取得を行う。センサデータを取得した

Twelite は予め決められた周波数チャンネルでセンサデータ

を送信。サーバ送信用(親機)側のRaspberry PiがTweliteを

介してセンサデータを取得。Raspberry Piは取得したデータ

を整形しモバイルルータを介して GET メソッドで URL に付与

しデータログプログラムにアクセスする。サーバ側のデータ

ログプログラムにて現在の年月日を取得し、センサデータと

共にCSVファイルに追加書きこみを行う。 

以上の順番で処理を行い5分間隔でプログラムの実行を行う。 

3. 使用機器 

 本システムを作成するにあたって使用した機器を以下に示

す。 
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3.1 シングルボードコンピュータ 

 (1) Raspberry Pi 2 model B 

Raspberry pi とは英国ケンブリッジ大学の教授らが設立し

た慈善団体であるラズベリー財団が教育福祉目的で開発した

シングルボードコンピュータである． 本研究ではサーバへの

データ送信のために設置する。 

 (2) Twelite 

Twelite はモノワイヤレス社から販売されている無線マイ

コンモジュールである。2.4GHz 無線を利用し相互通信を行う

ことが出来る。大きな特徴としてはコイン型電池で年単位の

稼動が可能な点である。また、Raspberry Piなどと同じくI2C

通信にも対応している。本研究では双方向通信ではなく送信

側と受信側に分かれて単方向通信を行う。Tweliteを用いるこ

とで同一センサを複数個設置することが容易となった。 

3.2  センサモジュール 

 (1) 温湿度・気圧センサモジュール 

秋月電子通商が発売する AE-BMP280 を使用した。これはボ

ッシュ社のBMP280を搭載したセンサモジュールで温度・湿度・

気圧を測定できる。マイコンとの通信方式はI2CまたはSPIを

選択でき、本研究ではI2Cでの通信を行っている。測定範囲は

気温が-40～＋85℃、湿度が0~100%、気圧が300~1100hPa。測

定誤差は気温が±1℃、湿度が±3%、 気圧が±1hPaである。 

 (2)照度センサモジュール 

Adafruit Industries 社が販売するTexas Advanced 

Optoelectronic Solutions 社製のTSL2561 センサを搭載した

モジュールを使用した．測定範囲は0.1~40000lux(ルクス) で

ある 

4. 稼働実験 

 実際に作成した気象データ取得システムを神奈川県小田原

市のミカン農園に設置し、定期的にサーバへデータ送信され

るかの検証を行った。 

4.1 機材の設置 

本システムは屋外に設置するため防水加工が必要となる。

センサには照度センサが有る為、データの測定に影響が低い

と考えられる得られるプラスチック製の半透明のケースに入

れ防水加工を施した。Raspberry Piは市販させている屋外用

ケースに入れ設置を行った。また、電源はソーラパネルとバッ

テリを使用しRaspberry Pi及びモバイルルータへの電源供給

を行った。子機側(センサ)のTweliteは豆電池CR2032で電力

供給を行った。 

4.2 取得データと実験結果 

Twelite には 5 分間隔でデータを送信するように設定を行

った。研究室サーバにて気象データの確認が出来た。だが、受

信機から見て角度が急な場所ではセンサデータを受信行わな

かった。そのような場所ではアンテナの向きを調整すること

で受信が可能となった。 

サーバに保存されたデータは図2のように左からカンマ区切

りで年月日、時間、照度(lux）、気温(℃)×100、湿度(%)×100、

気圧(hPa)の順で保存される。 

悪天候が続くとデータの送信が停止した。Raspberry Pi側

でプログラムをデーモン化しているので電力不足によりモバ

イルルータが停止してしまったと考えられる。 

図2 サーバに保存されたデータの一部 

5. 終わりに 

 本研究では農業人口の減少に伴う農業に関するノウハウや

経験則の消失に対して電子的保存を考え安価なシングルボー

ドコンピュータによる気象データ取得システムの構築を行っ

た。農園内に多数の同一センサを設置することによってより

精密なデータ取得が行えたと考えられる。また、Tweliteの通

信には制限台数がないのでセンサの増設も可能である。ただ、

Twelite 同士の通信ではアンテナの角度が非常に重要になの

で設置時に注意が必要である。太陽光発電やモバイルルータ

を使用したことで電源の確保が厳しい場所やインターネット

回線を引くことが難しい場所での運用可能な点も利点と考え

られる。 

だが、持続的な悪天候によるモバイルルータの停止につい

ては対策を講じる必要がある。 
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